
The story of "Murakami KAIZOKU" ■

はじめに－村上海賊の城－
　『“ 日本最大の海賊 ” の本拠地：芸予諸島－よみがえる村上海賊 “Murakami KAIZOKU” の記憶－』が平成

28 年 4 月に「日本遺産」（文化庁認定）に認定されました。日本遺産とは、文化庁が平成 27 年度から創設

した制度で、地域に点在する有形・無形の文化財群を、一定のテーマやストーリーの中で総合的に把握しよ

うとする取り組みです。認定されたストーリーを構成する村上海賊関連の文化財は 42 件。村上海賊の海城、

ゆかりの神社仏閣、伝統行事、そして郷土料理など、その種類はさまざまです。

　このパンフレットは平成 28 年度刊行の『村上海賊三家の至宝』に次ぐ、日本遺産構成文化財紹介パンフレッ

トの第２弾。テーマは『村上海賊の城」です。村上海賊の城と言えば、いわゆる「海城」と呼ばれる珍しい

形態を特徴としています。いずれも当時の建物は残っていませんが、とりわけ小さな島全体を城郭化したタ

イプの海城で現在にその姿を留めている事例は、国内では類を見ず、世界的にも稀な城の形態です。近年飛

躍的に進展した「海城」研究の成果をもとに、村上海賊の城の特徴を明らかにし、その魅力を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成 29（2017）年 9 月　村上海賊魅力発信推進協議会
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■ JAPAN HERITAGE The story of "Murakami KAIZOKU" ■

“ 日本最大の海賊 ” の本拠地：芸予諸島
－よみがえる村上海賊 “Murakami KAIZOKU” の記憶－

Geiyo Islands : The Stronghold of Japan's Greatest KAIZOKU ―Memories of Murakami KAIZOKU ―

日本遺産に認定されたストーリーの概要
　戦国時代、宣教師ルイス・フロイスをして “ 日本最大の海賊 ” と言わしめた「村上海賊」“Murakami 

KAIZOKU”。理不尽に船を襲い、金品を略奪する「海賊」（パイレーツ）とは対照的に、村上海賊は掟に従っ

て航海の安全を保障し、瀬戸内海の交易・流通の秩序を支える海上活動を生業としました。その本拠地「芸

予諸島」には、活動拠点として築いた「海城」群など、海賊たちの記憶が色濃く残っています。尾道・今治

をつなぐ芸予諸島をゆけば、急流が渦巻くこの地の利を活かし、中世の瀬戸内海航路を支配した村上海賊の

生きた姿を現代において体感できます。

Overview of the proposal

　During the Warring States Period, Luis Frois, a missionary, called the Murakami Kaizoku  ‘The Greatest kaizoku  in all of 

Japan”. In contrast with ‘Pirates’ who mercilessly steal money and valuables from ships, Murakami Kaizoku guaranteed the 

safety of sailing, and maintained the order in the sea. The remains of sea castles, which they built as operating bases, can 

be seen in the Geiyo Islands. By exploring the Geiyo Island between Onomichi and Imabari, you can experience how the 

Murakami Kaizoku used their available land and resources to their advantage, and took control of sea routes in Seto Inland Sea.  

おきて

げい

よ   しょ とう

伊予国嶋々古城之図（部分）　江戸時代中期　個人蔵　

最古の海城分布図
　松山藩の軍学者、野沢象水が描いたとされる最古の海城分布図。江戸時代中期の作と言われています。古

城跡には■印が付けられ、村上氏の関連城郭には村上古城と記されています。能島城、来島城、国分山城な

ど著名な城には城主や由緒が記されており、伊予国だけではなく因島の青木城や、鞆城など因島村上氏の古

城跡も見られます。江戸時代の人々が村上海賊の城の位置や歴史についてどのように認識していたかを推し

測ることができる貴重な資料です。
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■ JAPAN HERITAGE The story of "Murakami KAIZOKU" ■

因島・向島の海城
　因島村上氏は向島や因島に多くの城を築きました。岬や鼻、湾に面した丘陵上に築かれるのが一つの特徴

ですが、背後の山城とセットで本拠地としているケースもあります。

　因島村上氏の本城は時代によって移動すると言われています。初期の本拠地とされるのは長崎城（因島）。

そして弘治元（1555）年の厳島合戦の恩賞として与えられ、本城としたとされるのは余崎城（向島）です。

さらにその後、全盛期の当主、村上吉充は居城を青木城（因島）に移し、さらに長崎、余崎、青木などの連

絡場所でもあり、戦国期に本城の役割を果たしたとされるのが、因島のほぼ中央に位置する山城、青陰城です。

　因島村上氏の城に関する記述は、江戸時代の地誌などに多く見られますが、残念ながら村上海賊の時代の

資料は多く残されていません。また青陰城跡でわずかに出土遺物が確認されているものの、ほとんどの城で

学術的な調査が行われていないため、詳しいことはわかっていません。今後、日本遺産調査研究事業で、こ

れらの城についても調査を進めていく予定です。

   き     づ   がわ ぐち

1. 長崎城跡　広島県史跡　尾道市因島町土生　
The ruins of Nagasaki Castle,Onomichi City

2. 余崎城跡　尾道市向島町立花　
The ruins of Yosaki Castle,Onomichi City

3. 青木城跡　広島県史跡　尾道市因島町重井　
The ruins of Aoki Castle,Onomichi City

4. 青陰城跡　広島県史跡　尾道市因島町中庄　
The ruins of Aokage Castle,Onomichi City

5. 岡島城跡　尾道市向島町岡島　
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

青陰城跡出土遺物　尾道市教育委員会保管　
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

（上）刀：年代不詳　（下：左から）　土師質土器坏：15 ～ 16 世紀

瓦質土器：15 ～ 16 世紀、開元通寶（唐銭：初鋳 621 年）

小早川隆景書状
広島県重文『因島村上家文書』　個人蔵・因島水軍城保管

Letter from Kobayakawa Takakage

岡
嶋
城　
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新
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に
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跡
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り
、

同
又
三
郎
義
満

西備名区 79 巻（左）・80 巻（右）
江戸時代後期　広島県重文　個人蔵・福山城博物館保管

Letter from Kobayakawa Takakage
福山藩の庄屋馬屋原重帯により書かれたもので、備
後国に関する様々な情報がまとめられている。79
巻には余崎城、80 巻では岡島城が因島村上氏の城
であったと伝えられている。

弘治元（1555）年の厳島合戦の前に、小早川隆景が因島村上氏の村上吉充に、向島を領地として与えることを約束した手紙
In this letter, dated to before the battle of Itsukushima in 1555, Kobayakawa Takakage, a military commander of the Chūgoku region, 
promises the territory of Mukaijima to Murakami Yoshimitsu.

1: 長崎城
2: 余崎城
3: 青木城
4: 青陰城
5: 岡村城
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■ JAPAN HERITAGE The story of "Murakami KAIZOKU" ■

俵崎城　村上海賊時代の生口島の海城

　【場所】　尾道市瀬戸田町瀬戸田　　【年代】　14 世紀後半～ 16 世紀頃　　【城主】　生口氏

　俵崎城は、中世には直下が海であり、入江に突き出た鼻の頂部に築かれました。能島城や来島城のような

島の城とは異なり、土塁や堀切などの防御施設があります。一方、土遺物が比較的豊富な点は島の城と同様

の特徴で、その年代は 14 世紀後半から 16 世紀後半、盛期は 16 世紀と考えられます。土塁や堀切もこの

頃の遺構とされます。

　城主と考えられている生口氏は、天正４（1576）年の織田信長方との海戦である第一次木津川口合戦で、

村上海賊とともに毛利方の武将として名を連ねた海の勢力です。当時、尾道に次ぐ港町であった瀬戸田を管

理していました。

1 郭の土塁の断面（残存高 0.6 ～ 1.4 ｍ）
（広島県教育財団埋蔵文化財室提供）

発掘調査の様子（1 郭）
（広島県教育財団埋蔵文化財室提供）

俵崎城遠景
（広島県教育財団埋蔵文化財室提供）

俵崎城跡出土 瓦質土器鍋
広島県教育財団埋蔵文化財室保管

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

土塁

俵崎城跡平面図
財団法人広島県埋蔵文化財調査センター編 1998 より作成

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

俵崎城跡出土 貿易陶磁器
広島県教育財団埋蔵文化財室保管

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City
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■ JAPAN HERITAGE The story of "Murakami KAIZOKU" ■

甘崎城　村上海賊の城から藤堂高虎の城へ

　【場所】　今治市大三島沖の古城島　　【年代】　15 世紀～ 17 世紀初頭頃

　【城主】　今岡氏（能島村上氏関係）？→村上吉継（来島村上氏）→藤堂氏

　甘崎城は、小島全体を城郭として利用した海城で、海の難所である鼻栗瀬戸を押さえる位置にあります。

古文書に初めて姿を現すのは、天文 10（1541）年。8 月 12 日付の大内義隆感状（『安芸白井文書』）には「甘

崎要害」の文字が見られます。出土品の年代はもっと古く、15 世紀代まで遡ります。関ケ原合戦後、今治

藩に入った藤堂氏によって改修され、来島村上氏の元家臣たちが在城したという記録もあります。慶長 13

（1608）年、藤堂高虎が伊勢に国替えになった際に、廃城になったとされます。

　潮が引いて現れる岩礁には、村上海賊時代の船を繋ぐ施設である柱穴（岩礁ピット）や、藤堂時代に築か

れたであろう石垣を見ることができます。16 世紀を中心とした生活の土器や陶磁器、また 16 世紀末～ 17

世紀初頭頃の瓦も多く出土しました。

白井房胤手負注文　愛知県指定『安藝白井文書』　西尾市岩瀬文庫蔵　Letter from Fusatane Sirai

天文 10（1541）年、大内氏が芸予諸島を攻撃した時に、大内氏の水軍として活動していた白井氏が、家臣の負傷状

況を記した報告書。それを確認した大内義隆の花押（サイン）が書かれている。この海戦では、大三島、甘崎、岡村、

能島、因島が攻められていることがわかる。

大内義隆感状
愛知県指定文化財『安藝白井文書』　西尾市岩瀬文庫蔵

Letter from Fusatane Sirai

天文 10（1541）年に、甘崎城を攻撃した時に、白井

氏の家臣が負傷したことを大内義隆が賞した手紙。

甘崎城跡出土遺物　愛媛県歴史文化博物館保管　Letter from Fusatane Sirai　
村上海賊時代の生活に使われた容器類が多く出土した。

８ ９

対岸から甘崎城跡を望む
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

沖に向かって一列に並ぶ岩礁ピット

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City
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務司城・中途城　能島村上氏の海城

　【場所】　今治市武志島・中渡島　　【年代】　15 ～ 16 世紀頃か　【城主】　能島村上氏

　務司城は、小島全体を城郭として利用した海城で、来島海峡の東側を押さえる位置にあります。史料上

の初見は永禄 11（1568）年とされます。発掘調査は行われていませんが、採集された遺物の年代は 15 ～

16 世紀です。廃城は天正 13（1585）年で、隣接する中途城ととも能島村上氏は下城を求められています。

他の島の城と同様に、防御施設は切岸が部分的に見られる程度で総じて乏しく、自然地形を利用して最小限

の平地を作り出した構造であると指摘されています。対岸の大島には甘崎城と同様に「水場」という地名が

残っています。水場から運ばれる水や物資によって、海賊たちの城の生活が支えられていたのでしょう。

　中途城は、能島村上氏の城とされ、天文 15･16（1546・1547）年の周防大内氏による芸予諸島侵攻の際に、

海戦の舞台となっていたことがわかります。発掘調査は行われていませんが、後世に鉄塔、灯台、信号機な

どが設置されたため、遺構の残存状況はよくわかっていません。隣接する務司城と同様に天正 13（1585）

に能島村上氏が下城したと考えられています。
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（左の絵図に方位をあわせ天地を逆にしている）
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

浅野文庫「諸国古城之図」伊予 天崎　広島市中央図書館蔵・写真提供　江戸時代前期

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

旧広島藩浅野家に伝わる甘崎城跡の絵図で、甘崎城が石垣で囲まれており、岩礁の柱は描かれていないことがわかる。

潮が引くと姿を現す近世の石垣

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City 大内義隆奉行人連署奉書
『山野井文書』　個人蔵　Letter from Fusatane Sirai

天文 15（1546）年の中途城付近の海上での合戦のことが記されており、

当時大内氏の水軍として活動していた能美氏の家臣が負傷したとの報告

を受け、大内義隆がその武功を賞したことを大内氏家臣が伝えている。

児玉就方書状　『嚴島神社野坂文書』　

嚴島神社蔵・広島県立文書館写真提供　Letter from Narikata Kodama

毛利氏配下の警固衆である児玉就英が援軍として、務司城に向かったこ

とが記されており、務司城付近の海上で合戦が行われていたであろうこ

とがわかる。
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来島海峡に築かれた務司城・中途城遠景

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

務司城跡

中途城跡

水場
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■ JAPAN HERITAGE The story of "Murakami KAIZOKU" ■

来島城　来島海峡を睨む村上海賊の活動拠点

　【場所】　今治市波止浜沖　【年代】15 世紀～ 17 世紀初頭頃（関ケ原合戦後）か

　【城主】　河野氏、来島村上氏

　来島城は、小島全体を城郭として利用した海城で、海の難所である来島海峡の今治平野側を押さえる位置

にあります。古文書に初めて姿を現すのは、宝徳３（1451）年。過去の発掘調査で出土した遺物の年代と

も概ね合致します。伊予の守護、河野氏の支配下の城として、当時の争乱の舞台になっていました。来島村

上氏が来島城に在城していたことを示す確実な史料は、城下町である大浜地区にに鎮座する大濱八幡大神社

に残された大永４（1524）年の棟札です。

　来島城も能島城・甘崎城・務司城と同様に対岸に「水場」があり、城の岩礁部には岩礁ピット、自然地形

を活かした郭、年代は不明ですが立派な石垣が一部に残されています。十分な発掘調査は行われていません

ので、城の実態についてはまだ多くの謎があります。一方、「来島落城」と記された天正 11（1583）年の

古文書（『石谷家文書』）が近年新たに発見されるなど、研究の進展が期待される城郭の一つと言えます。

大濱八幡宮造営棟札
大永４（1524）年　大濱八幡大神社蔵　Letter from Fusatane Sirai

「嫡女在来島城村上五郎母儀」と記された大濱八幡大神社の棟札は、村上氏が来島城にいたことを示す最も古い資料である。

真木島昭光書状　『石谷家文書』　林原美術館蔵　Letter from Akimitsu Makishima
天正 11（1583）年に、足利義昭重臣の真木島昭光から、土佐の長宗我部元親のもとにいた石谷頼辰に出された手紙で、

前年から毛利・河野氏に攻撃されていた来島城が落城したことが伝えられている。

1: 来島城
2: 務司（武志）城
3: 中途（中渡）城
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来島城跡遠景
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

沖へ向かって立て一列に並ぶ岩礁ピット

愛媛県教育委員会提供　

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

来島城跡平面図

愛媛県教育委員会編 2002 より作成　

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City



■ JAPAN HERITAGE The story of "Murakami KAIZOKU" ■

能島城　多彩な海上活動の拠点

　【場所】　今治市宮窪町沖の能島・来島　　【年代】14 世紀中頃～ 16 世紀末頃

　【城主】　能島村上氏

　能島城は、小島全体を城郭として利用した海城で、海の難所である宮ノ窪瀬戸を押さえる位置にあります。

1547（天文 16）年の文献に「神主景教能嶋在城之儀」（「厳島野坂文書」）と出てくるのが、能島城の史料

上の明確な初見とされ、棚守景教（厳島神社神主）が能島に在城したことがわかります。近年の発掘調査で

は、安定的に出土する遺物の年代が 14 世紀中頃まで遡り、能島村上氏の史料上の登場と概ね合致すること

が明らかになりました。

　かつての研究では、能島城に居住性はなく、詰めの城や出城的役割に過ぎないと想定されてきましたが、

発掘調査により多くの建物跡や生活容器が発見されたことにより、海賊たちの生活の場であったことがわか

りました。村上海賊は平時には、通行許可証を発行し、あるいは海賊を船に乗せて水先案内をさせることで

瀬戸内海の秩序を保ってきました。能島城は、戦時への備えはもちろんのこと、平時に展開した多彩な海上

活動の拠点でもあり、活動に従事する人々の生活の場でもあったと考えられます。
大内氏家臣連署書状　『嚴島神社野坂文書』　

嚴島神社蔵・広島県立文書館写真提供　Letter from Akimitsu Makishima

天文 16（1547）年のこの手紙の冒頭には、能島城に厳島神社の神主がいること

が記されている。能島城が城郭として確かに記されている初めての資料である。
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能島城跡遠景　

The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

能島城出土の武器・武具のパーツ
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

文化的側面を示す出土品
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

能島城の郭と船だまり
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

岩礁ピットと海蝕台
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

能島城出土の生活容器
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City

掘立柱建物跡
The ruins of Okajima Castle,Onomichi City
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村上海賊の城とは
　発掘調査が行われた能島城、来島城、甘崎城からみた村上海賊の城の特徴を列挙し、本パンフレットのま

とめにかえたいと思います。今後、調査研究が進めば、新しい事実が明らかにいくと考えられますので、以

下に述べる特徴は、上記の三城を中心とした現時点での見解であることを明記しておきます。

・村上海賊の城は、14 世紀中頃から 15 世紀に相次いで築城された。

・甘崎城は近世城郭化されるが、能島城など多くは 16 世紀末頃に廃城になったと考えられる。

・島の城、岬（鼻）の城、海を望む山城など様々なタイプの城がある。

・とりわけ小島全体を城郭化したタイプは全国的にも特異である。

・そして海岸部に最大の特徴がある。

　①船だまり（船かくし）がある。

　②干満に応じた船の着岸や繋留用の施設（岩礁ピット）を整備している。

　③海岸をめぐる通路（海蝕テラス）や多目的のヤード（海岸の埋め立て）を整備している。

・島の対岸には「水場」がある。

・土塁や堀切といった城の防御施設は簡素であり、海に対して開放的な構造である。

・海戦の舞台になっていることは文献でわかるが、主戦場は海上であった可能性がある。

・生活の道具が豊富に出土し、とくに能島城の郭では何度も建て替えられた建物跡が発見された。

・中国などで生産された陶磁器や、備前焼など国内の流通品が多く出土する。

・村上海賊の城（島の城）は、合戦の備えである以上に、平時の海上活動の場であり生活の場であった。

村上海賊の城

本パンフレット作成にあたり下記の機関から

多大なご指導・ご協力を賜りました。記して

感謝の意を表します（敬称略）。また多くの個

人の方からも貴重な資料を出品いただき、ま

た写真提供など多大な協力をいただきました。

氏名の明記は控えますが、心より感謝の意を

表します。

厳島神社　今治市国際交流協会　愛媛県歴史

文化博物館　大濱八幡大神社　西尾市岩瀬文

庫　林原美術館　福山城博物館
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